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た画像入力と劣化度診断・評価 

6.2.6 目視確認 
6.2.7 現地状況を踏まえた総合判定 
6.2.8 点検結果の記録 
6.2.9 費用の目安 

6.3 結果の評価 
6.3.1 塗膜劣化度評価判定の流れ 
6.3.2 塗装モニタリングシステムによる劣

化度評価 
6.4 保守 
7. 変位計による遊間のモニタリング 
7.1 技術の概要 

7.1.1 目的 
7.1.2 システムの概要 
7.1.3 計測の期間 

7.2 モニタリングの方法 
7.2.1 モニタリングの手順 
7.2.2 計画 
7.2.3 機器の選定 
7.2.4 変位計の設置 
7.2.5 計測 
7.2.6 データの蓄積 
7.2.7 費用の目安 

7.3 結果の評価 
7.4 保守 
8. 適用事例 
8.1 サンプリングモアレ法によるたわみのモ

ニタリング【1.の事例】 
8.2 動画像処理によるたわみのモニタリング

【2.の事例】 
8.3 加速度センサによるたわみの測定【3.の事

例】 
8.4 動ひずみによる剛性変化のモニタリング

【5.の事例①】 
8.5 動ひずみによる剛性変化のモニタリング

【5.の事例②】 
8.6 動ひずみによる剛性変化のモニタリング

【5.の事例③】 
8.7 変位計による遊間のモニタリング【7.の事

例】 
添付資料1：用語集 

 
5章 塩害環境下のモニタリング－資料編－ 
1. 塩分検知器による付着塩分のモニタリング 
1.1 技術の概要 

1.1.1 目的 
1.1.2 モニタリングの概要 
1.1.3 計測期間 

1.2 モニタリングの方法 
1.2.1 モニタリングの手順 

2.2 モニタリングの方法 
2.2.1 モニタリングの手順 
2.2.2 計画 
2.2.3 機器の選定 
2.2.4 機器の設置 
2.2.5 計測 
2.2.6 データの蓄積 

3.3 結果の評価 
3.4 保守 
4. 照合電極による補修効果のモニタリング 
4.1 技術の概要 

4.1.1 目的 
4.1.2 モニタリングの概要 

4.2 モニタリングの方法 



1.2.2 計画 
1.2.3 検知器の設置 
1.2.4 測定 
1.2.5 データの蓄積 
1.2.6 費用の目安 

1.3 結果の評価 
1.4 保守 
1.5 その他の塩分調査方法 
2. 模擬鉄筋をセンサとした潜伏期のモニタリ

ング 
2.1 技術の概要 

2.1.1 目的 
2.1.2 モニタリングの概要 
2.1.3 計測期間 

 

2.2.7 費用の目安 
2.3 結果の評価 
2.4 保守 
3. 照合電極による進展期のモニタリング 
3.1 技術の概要 

3.1.1 目的 
3.1.2 モニタリングの概要 

3.2 モニタリングの方法 
3.2.1 モニタリングの手順 
3.2.2 計画 
3.2.3 機器の選定 
3.2.4 機器の設置 
3.2.5 計測 
3.2.6 データの蓄積 
3.2.7 費用の目安 

4.2.1 モニタリングの手順 
4.2.2 計画 
4.2.3 機器の選定 
4.2.4 機器の設置 
4.2.5 データの蓄積 
4.2.6 費用の目安 

4.3 結果の評価 
4.3.1 鋼材の電位の評価（マクロセル腐食） 

4.4 保守 
5. 適用事例 
5.1 潜伏期・進展期における塩害モニタリング 
5.2 塩害補修効果のモニタリング 
5.3 塩害補修効果のモニタリング 
添付資料：用語集 
 

 
6章 橋脚・基礎のモニタリング―資料編― 
1. 橋脚・基礎のモニタリングの位置づけと種

類 
1.1 モニタリングの目的・位置づけ 

1.1.1 変状の早期発見のために行うモニタ

リング（洗掘が発生しやすい橋脚・基礎） 
1.1.2 変状を確認した場合に行うモニタリ

ング（損傷を確認した橋脚・基礎） 
1.1.3 災害時の変状箇所の早期把握を行う

モニタリング（洪水・地震により被災した橋脚・

基礎） 
1.1.4 初期値の取得 

1.2 モニタリングの種類と役割 
1.2.1 モニタリングの種類 
1.2.2 モニタリングの役割 

2. 航空レーザ測深による洗掘状況の把握 
2.1 技術の概要 

2.1.1 目的 
2.1.2 システムの概要 

2.2 モニタリングの方法 
2.2.1 モニタリングの手順 
2.2.2 計画 
2.2.3 計測環境の準備 
2.2.4 計測 
2.2.5 データ処理（１次処理） 
2.2.6 データ処理（２次処理） 
2.2.7 費用の目安 

2.3 結果の評価 
2.3.1 洗掘状況の把握 
2.3.2 洗掘の進行予測 

3. 加速度センサを用いた洗掘量および傾斜角

のモニタリング 

3.1 技術の概要 
3.1.1 目的 
3.1.2 システムの概要 
3.1.3 計測期間 

3.2 モニタリングの方法 
3.2.1 モニタリングの手順 
3.2.2 計画 
3.2.3 機器の選定 
3.2.4 機器の設置 
3.2.5 初期値の取得 
3.2.6 計測 
3.2.7 解析 
3.2.8 データの蓄積 
3.2.9 費用の目安 

3.3 結果の評価 
3.3.1 土被り量と傾斜角のモニタリング 
3.3.2 初期値の再取得 

3.4 保守 
4. 無線加速度センサを用いた基礎の安全性評

価（洗掘） 
4.1 技術の概要 

4.1.1 目的 
4.1.2 システムの概要 
4.1.3 計測期間 

4.2 モニタリングの方法 
4.2.1 モニタリングの手順 
4.2.2 計画 
4.2.3 機器の選定 
4.2.4 無線加速度センサおよび機器の設置 
4.2.5 初期値の計測 
4.2.6 計測 

4.2.7 データの伝送 
4.2.8 データの蓄積 
4.2.9 データの分析 
4.2.10 費用の目安 

4.3 結果の評価 
4.4 保守 
5. 無線加速度センサを用いた基礎の安全性評

価（地震） 
5.1 技術の概要 

5.1.1 目的 
5.1.2 システムの概要 
5.1.3 計測期間 

5.2 モニタリングの方法 
5.2.1 モニタリングの手順 
5.2.2 計画 
5.2.3 機器の選定 
5.2.4 無線加速度センサおよび機器の設置 
5.2.5 初期値の設定 
5.2.6 計測 
5.2.7 データの伝送 
5.2.8 データの蓄積 
5.2.9 データの分析 
5.2.10 費用の目安 

5.3 結果の評価 
5.4 保守 
6. 適用事例 
6.1 無線加速度センサを用いた基礎の安全性

評価【4.の事例】 
6.2 加速度センサを用いた地震により被災し

た橋梁の補修効果の確認【5.の事例】 
添付資料１：用語集 

 
7章 のり面・斜面のモニタリング―資料編― 
1. のり面・斜面のモニタリングの位置づけと

種類 
1.1 モニタリングの位置づけ 

1.1.1 本指針〔資料編〕で対象とするのり面・

斜面の土砂災害現象と道路土工構造物 
1.1.2 のり面・斜面の点検の現状と課題 
1.1.3 モニタリング斜面の定性的スクリー

ニング 
1.1.4 モニタリングの位置づけと適用シー

ン 
1.2 モニタリングの種類と役割 

1.2.1 モニタリング手法の概要および点検

業務との関係 
1.2.2 類似技術の相違点と適用場面の違い 

1.3 費用の目安 
2. 傾斜センサと無線ネットワークによる省電

力モニタリングシステム 
2.1 技術の概要 

3.2 モニタリングの方法 
3.2.1 モニタリングの手順 
3.2.2 計画 
3.2.3 機器の配置と設置 
3.2.4 斜面危険度の評価手法と管理基準値

の設定 
3.2.5 早期警報についての基本的な考え方 
3.2.6 計測データの解析および斜面崩壊リ

スクの評価整理方法 
4. 次世代衛星測位システムによるのり面・斜

面の安定性評価モニタリング 
4.1 技術の概要 

4.1.1 目的 
4.1.2 次世代衛星測位システムの概要 
4.1.3 点検業務サイクルにおけるモニタリ

ング技術の適用場面 
4.2 モニタリングの方法 

4.2.1 モニタリングの手順 

5.2.4 機器の設置 
5.2.5 初期値設定 
5.2.6 管理基準値の設定 
5.2.7 モニタリング 
5.2.8 変位量/変位速度の把握 
5.2.9 警報の発信 
5.2.10 機器等の保守 

5.3 計測結果の評価 
6. 落石危険度振動調査法による岩塊の常時モ

ニタリング 
6.1 技術の概要 

6.1.1 目的 
6.1.2 システムの概要 
6.1.3 点検業務サイクルにおける岩塊の常

時モニタリングの適用場面 
6.2 モニタリングの手法 

6.2.1 モニタリングの手順 
6.2.2 振動計の設置 



2.1.1 目的 
2.1.2 傾斜センサと無線ネットワークによ

るモニタリング手法 
2.1.3 点検業務サイクルにおけるモニタリ

ング技術の適用場面 
2.2 モニタリングの方法 

2.2.1 モニタリングの手順 
2.2.2 計画 
2.2.3 設置 
2.2.4 初期設定 
2.2.5 管理項目 
2.2.6 モニタリング 
2.2.7 計測データの解析と評価 
2.2.8 警報発信 
2.2.9 メンテナンス 

3. 多点傾斜変位と土壌水分の常時監視による

のり面・斜面の安定性評価モニタリング 
3.1 技術の概要 

3.1.1 目的 
3.1.2 システムの概要 
3.1.3 点検業務サイクルにおけるモニタリ

ング技術の適用場面 

4.2.2 配置計画 
4.2.3 機器の設置 
4.2.4 作動確認 
4.2.5 閲覧画面の設定や作成 
4.2.6 モニタリング 
4.2.7 計測結果の評価 
4.2.8 計測結果の閲覧 
4.2.9 警報 
4.2.10 機器のメンテナンス 

4.3 計測結果の評価事例 
5. マルチGNSSによるのり面・斜面の安定性

評価モニタリング 
5.1 技術の概要 

5.1.1 目的 
5.1.2 マルチ GNSS によるモニタリング手

法の概要 
5.1.3 点検業務サイクルにおけるマルチ

GNSSによるモニタリング技術の適用範囲 
5.2 マルチGNSSモニタリングの方法 

5.2.1 マルチGNSSモニタリングの手順 
5.2.2 計画 
5.2.3 基準点，観測点の選点 

6.2.3 計測・データの取得 
6.2.4 振動データの分析処理 
6.2.5 データの分析結果の評価 

7. のり面・斜面のモニタリングの実施事例 
7.1 落石危険度振動調査法による岩塊の常時

モニタリング 
7.2 傾斜センサと無線ネットワークによる省

電力モニタリングシステム 
7.3 次世代衛星測位システムによるのり面の

安定性モニタリング 
7.4 マルチGNSS による自然斜面の安定性評

価モニタリング 
7.5 多点傾斜変位と土壌水分の常時監視によ

る道路のり面の安定性評価モニタリング 
7.6 多点傾斜変位と土壌水分の常時監視によ

る自然斜面の安定性評価モニタリング 
添付資料１：用語集 
添付資料２：斜面土砂災害分類と発生メカニズ

ム 
 

 
8章 モニタリングデータの回収－資料編－ 
1. インフラモニタリングにおける伝送の概要 
1.1 モニタリングデータの伝送 
1.2 伝送の基本構成 

1.2.1 モニタリングシステムの機能と管理

拠点 
1.2.2 モニタリングシステムの構築例 
1.2.3 モニタリングシステムを構成する各

機能の概要 
2. ケーススタディ 
2.1 コンクリートのひび割れ幅のモニタリン

グにおける伝送 
2.2 RC床版のモニタリングにおける伝送 
2.3 のり面・斜面のモニタリングにおける伝送 
3. 目的別伝送シナリオ 

3.1 伝送シナリオの分類 
3.2 シナリオ(1)：データの手持ち回収 
3.3 シナリオ(2)：高速データ通信の利用 
3.4 シナリオ(3)：LPWAサービスの利用 
3.5 シナリオ(4)：定点収集型モニタリング 

3.5.1 無線マルチホップ機能の概要 
3.5.2 機器の選定 
3.5.3 機器設置時の電波伝搬の確認 
3.5.4 センサデータ量とデータ収集時間 

3.6 シナリオ(5)：巡回収集型モニタリング 
3.6.1 機器の選定 
3.6.2 データ受信エリア（範囲） 
3.6.3 データ受信精度（受信成功/失敗） 
3.6.4 データ通信量 

4. ネットワーク技術の選択 
4.1 センサネットワーク(IAN)向けの有線通

信方式 
4.2 センサネットワーク(IAN)向けの無線通

信方式 
4.3 広域ネットワーク(WAN)の選択 
5. 適用事例 
5.1 脱塩補修後の補修効果の遠隔モニタリン

グ 
5.2 加速度センサを用いた床板の遠隔モニタ

リング 
添付資料１：用語集 
 

 
9章 データの保存・活用－資料編－ 
1. 調査 
1.1 調査：土木分野におけるモニタリングデー

タの保存・活用に関する現状認識 
1.2 調査：データ形式，属性情報の取り組み 
2. モニタリングデータの保存データ量見積も

りおよび保存場所の考え方 
2.1 モニタリングデータの保存活用の目的 
2.2 モニタリングデータの保存場所 
2.3 画像によるひび割れモニタリング（静止

画）データの保存データ量，保存場所の考え方 
2.3.1 保存活用システムの目的 
2.3.2 モニタリングシステムの構成及び概

要 
2.3.3 保存活用システムへのデータ保存例 

2.4 変位計によるモニタリング（変位センサ）

データの保存データ量，保存場所の考え方． 

2.4.1 保存活用システムの目的 
2.4.2 モニタリングシステムの構成及び概

要 
2.4.3 保存活用システムへのデータ保存例 

2.5 振動モードを用いたモニタリング（振動セ

ンサ）データの保存活用システム 
2.5.1 保存活用システムの目的 
2.5.2 モニタリングシステムの構成と概要 
2.5.3 保存活用システムへのデータ保存例 

3. データの保存事例 
3.1 インフラモニタリングデータの保存に関

する先進的取り組み 
3.2 NoSQL＋RDBMS（＋ファイル保存）【3D
データ-センサデータ-点検調書連携】 
3.3 NoSQL保存【劣化予測・点検優先度予測

（ビッグデータ）分析の概念検証】 

4. 分析事例の紹介 
4.1 データ分析手法の概要とモニタリングデ

ータへの適用性 
4.2 土木インフラを対象とした分析事例 

4.2.1 他分野での分析事例 
4.3 実証事例 

4.3.1 点検調書分析 
4.3.2 インバリアント分析による異常検知 
4.3.3 トポロジカルデータ解析による実証

実験事例 
4.3.4 構造物維持管理システムによるデー

タ活用 
添付資料1：既存報告のまとめ 
添付資料2：データ形式 まとめ 
添付資料3：用語集 
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